
平成™˜年�月š˜日 金曜日 第œ˜™›号官 報

住
所
神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
４
丁
目
５
番
６
`
2
0
4号

金
玲
花
昭
和
5
8年
９
月
2
4日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
二
葉
町
１
丁
目
２
番
1
5号

金
敬
人
昭
和
3
7年
７
月
2
1日
生

金
£
志
平
成
３
年
２
月
1
9日
生

金
祐
加
子
平
成
1
1年
６
月
1
9日
生

住
所
神
戸
市
垂
水
区
旭
が
丘
１
丁
目
８
番
2
0号

趙
賢
志
昭
和
5
7年
５
月
1
6日
生

住
所
兵
庫
県
豊
岡
市
泉
町
1
8番

1
5号

宋
祥
子
昭
和
3
0年

1
1月

1
1日
生

金
見
佳
昭
和
5
6年
６
月
2
9日
生

住
所
岡
山
県
津
山
市
川
崎
5
0
1番
地
１

金
佐
千
永
昭
和
5
9年
４
月
８
日
生

住
所
群
馬
県
桐
生
市
宮
前
町
１
丁
目
６
番
1
7号

姜
Î
惠
昭
和
5
3年
３
月
3
0日
生

住
所
岡
山
県
玉
野
市
築
港
１
丁
目
1
3番
２
号

李
淑
子
昭
和
3
2年
２
月
2
0日
生

徐
駿
º
平
成
２
年
１
月
3
1日
生

徐
拓
]
平
成
４
年
９
月
2
4日
生

住
所
浜
松
市
天
竜
区
山
東
3
9
4
8番
地
１

姜
浩
司
昭
和
4
8年
４
月
1
0日
生

住
所
浜
松
市
天
竜
区
山
東
3
9
4
8番
地
１

姜
裕
子
昭
和
5
0年
４
月
2
2日
生

住
所
浜
松
市
天
竜
区
山
東
4
3
8
9番
地

姜
惠
司
昭
和
5
4年
９
月
2
1日
生

住
所
埼
玉
県
新
座
市
野
火
止
２
丁
目
４
番
1
6号

許
智
美
昭
和
5
6年
９
月
2
5日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
北
砂
１
丁
目
３
番
２
`
1
3
0
8号

姜
∏

昭
和
4
6年
９
月
3
0日
生

住
所
東
京
都
豊
島
区
高
田
３
丁
目
2
0番

1
1号

李
和
成
昭
和
5
5年
９
月
3
0日
生

住
所
広
島
県
呉
市
安
浦
町
内
海
北
２
丁
目
３
番
1
0号

蘇
永
麗
昭
和
4
1年
９
月
2
9日
生

蘇
衛
衛
平
成
３
年
３
月
1
3日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
楠
町
１
丁
目
８
番
２
号

林
正
子
昭
和
4
2年
１
月
2
1日
生

林
萬
里
昭
和
4
5年
３
月
1
4日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
高
倉
台
５
丁
目
1
2番

2
4号

金
壯
法
昭
和
3
4年

1
0月

2
2日
生

住
所
神
戸
市
東
Í
区
御
影
石
町
４
丁
目
1
4番
９
号

金
邦
洋
昭
和
3
6年

1
1月

1
5日
生

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
七
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

一

名

称

平
成
二
十
一
年
度
米
国
自
由

降
下
訓
練
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

平
成
二
十
一
年
八
月
十
五
日

か
ら
平
成
二
十
一
年
九
月
十

二
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

三
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト

ン
州
及
び
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ

州

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
八
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

一

名

称

平
成
二
十
一
年
度
米
国
実
動

訓
練
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日
か

ら
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十

五
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

三
百
五
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト

ン
州

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
六
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

森

英
介

住
所
大
阪
府
和
泉
市
太
町
4
1番
地
3
0

朴
康
守
昭
和
5
3年
１
月
2
2日
生

朴
功
守
昭
和
5
7年
８
月
1
0日
生

住
所
大
阪
市
西
淀
川
区
千
舟
３
丁
目
１
番
２
`
5
0
7号

康
裕

昭
和
4
4年
３
月
2
2日
生

住
所
大
阪
府
八
尾
市
老
原
１
丁
目
1
4
3番
地
４

崔
恭
º
昭
和
5
9年
９
月
８
日
生

住
所

大
阪
府
豊
中
市
服
部
元
町
２
丁
目
４
番
２
`

4
0
3

号朴
亮
太
昭
和
4
9年
８
月
3
0日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
東
水
元
１
丁
目
６
番
９
号

マ
リ
カ
・
デ
ラ
・
ク
ル
ズ
・
タ
ナ
カ
平
成
４
年
1
2月

1
8日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
腕
町
６
丁
目
１
番
3
1
`
3
0
4号

李
朝
美
昭
和
5
0年
５
月
９
日
生

〇
金
融
庁

法
務
省

財
務
省
告
示
第
四
号

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
口
座
管
理
機
関
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
五
年
一
月
金
融
庁

法
務
省

財
務
省
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

法
務
大
臣

森

英
介

財
務
大
臣

与
謝
野

馨

「
ノ
ー
ザ
ン

ト
ラ
ス
ト

カ
ス
ト
デ

ィ
ア
ル

サ
ー
ビ
シ
ー
ズ

（
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
）

リ
ミ
テ
ッ
ド

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ダ
ブ
リ
ン
市

ジ
ョ
ー
ジ
ズ

キ
ー

ハ
ウ
ス

タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト

ス
ト
リ
ー
ト

四
十

三

」
を
削
り
、カ
セ
イ
ス

バ
ン
ク

ド
イ
チ
ュ
ラ
ン
ト

ゲ
ー
エ
ム
ベ
ー
ハ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ザ

バ
ン
ク

オ
ブ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク

メ
ロ
ン

ベ
ル
ギ
ー
王
国

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
市

リ
ュ

モ
ン
ト
ワ
イ
エ

四
十
六

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
二
号

放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二

条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
放
送
普
及
基
本
計
画

（
昭
和
六
十
三
年
郵
政
省
告
示
第
六
百
六
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に

基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

第
１
の
２
\
中
「放

送
系
の
数
を
制
限
し

」
の
次
に

「
、
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
に
つ
い
て
は
、
空
中

線
電
力
の
値
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ

り

」
を
加
え
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
三
号

町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
紋
別
郡
上
湧
別
町
及
び
同

郡
湧
別
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
同
郡
湧
別
町
を

設
置
す
る
旨
、
北
海
道
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
五
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
四
号

市
町
村
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
上
水
内
郡
信
州
新
町
及
び

同
郡
中
条
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
長
野
市
に
編
入
す
る

旨
、
長
野
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
五
号

市
町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
近
江
八
幡
市
及
び
蒲
生
郡

安
土
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
近
江
八
幡
市
を
設

置
す
る
旨
、
滋
賀
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
そ

の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
六
号

市
町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
崎
郡
清
武
町
を
廃
し
、

そ
の
区
域
を
宮
崎
市
に
編
入
す
る
旨
、
宮
崎
県
知
事
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
そ

の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉
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